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公 共 善 エ コ ノ ミ ー で

日 本 の 組 織 を ア ッ プ デ ー ト す る
環境・社会・経済の複合リスクに晒される中、ビジネスモデルと組織の再定義が
求められています。新しいホリスティックな経済コンセプトとして世界の35か国
で普及している「公共善エコノミー」の創始者クリスティアン・フェルバー氏を
日本に初招聘し、対話型の組織開発ワークショップを実施します。

2025年2月11日(火・祝)  13 :30～17:00

クリスティアン・フェルバー

来日記念企画

 組織開発ワークショップ

会　場 : DNPプラザ　

（東京都新宿区市谷田町1-14-1　DNP市谷田町ビル）

参加費（税込）：   　　　　ご協賛：お名前HP掲載

大企業　   　　  110,000円　  　　　  100,000円

中小企業・個人　 55,000円　　　　　　50,000円

非営利組織 　　   33,000円　　　　　　10,000円

「公共善決算書」４つの価値×５方よしをつくる

公共善で日本の組織の強みを再認識する

クリスティアン・フェルバーKey Noteスピーチ

クリスティアン・フェルバー　Key Noteスピーチ

一般社団法人 公共善エコノミー 理事

お申込み：右のQRコードを読み取って

頂くか、こちらをクリックして下さい。

定　員：35名

問合せ先：office@econgood.jp

主　催：一般社団法人 公共善エコノミー

協　力：丸善雄松堂 株式会社

クリスティアン・フェルバークリスティアン・フェルバー
公共善エコノミー創始者、ウィーン在住公共善エコノミー創始者、ウィーン在住
の作家、大学講師、コンテンポラリーダの作家、大学講師、コンテンポラリーダ
ンサー。ンサー。

複雑に絡み合う環境・社会・経済のリスクに、どう私たちは立ち向かうべき複雑に絡み合う環境・社会・経済のリスクに、どう私たちは立ち向かうべき
か。か。企業、自治体、NPOなど多様な組織が直面する課題に対し、「公共善」企業、自治体、NPOなど多様な組織が直面する課題に対し、「公共善」
の視点がなぜ今こそ必要なのか。クリスティアン・フェルバーの鋭い洞察との視点がなぜ今こそ必要なのか。クリスティアン・フェルバーの鋭い洞察と
ホリスティックな視点を通じて、その答えを探ります。ホリスティックな視点を通じて、その答えを探ります。

「公共善エコノミー」はオーストリア発祥の理念ですが、「公共善（Common Good）」は「公共善エコノミー」はオーストリア発祥の理念ですが、「公共善（Common Good）」は
普遍的な価値観であり、日本が重んじてきた「和」や「三方よし」と深く調和します。ド普遍的な価値観であり、日本が重んじてきた「和」や「三方よし」と深く調和します。ド
イツではSDGsとつながる活用事例もあり、公共善の視点を通じて、日本の組織が持つ強イツではSDGsとつながる活用事例もあり、公共善の視点を通じて、日本の組織が持つ強
みを再発見し、新たな可能性を探ります。みを再発見し、新たな可能性を探ります。

「公共善決算書」デモワークでは、4つの価値と5つのステークホルダーからなる20の「公共善決算書」デモワークでは、4つの価値と5つのステークホルダーからなる20の
マトリックスを実際に体験し、そのシステム的なつながりを深く理解できます。このマトリックスを実際に体験し、そのシステム的なつながりを深く理解できます。この
実践的ツールを活用することで、組織の進化につながることが理解できます。さらに実践的ツールを活用することで、組織の進化につながることが理解できます。さらに
は、自組織での組織開発や経営戦略にも大いに役立つ具体的なヒントを得られることは、自組織での組織開発や経営戦略にも大いに役立つ具体的なヒントを得られること
が体感できます。が体感できます。

公共善ファシリテーター

https://econgood.jp/application


公共善決算書


